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研究成果の概要（和文）：2009-12年に愛媛県東温市にて住民健診を受診した30-79歳の男女2,033人を対象に①睡眠の
質、②睡眠呼吸障害、と就寝時、起床時及び健診時の血圧との関連、③睡眠呼吸障害と高血圧が頸動脈硬化所見に及ぼ
す影響について検討しました。その結果、①睡眠の質が低下している者では起床時の血圧変動が大きいこと、②睡眠呼
吸障害が重症であるほど、起床時の血圧上昇の程度が高く、起床時と就寝時の血圧差が大きくなること、一方で、③就
寝時及び健診時高血圧が、頚動脈壁肥厚と関連しており、特に重度の睡眠呼吸障害と就寝時の高血圧を併せ持っている
場合、頚動脈壁肥厚の割合が高まる可能性が明らかになりました。

研究成果の概要（英文）：We investigated the associations between 1. Sleep Quality and night, morning and 
office hypertension, 2. Sleep disordered breathing and night, morning and office hypertension, and 3. 
supra-additive impact of sleep disordered breathing (SDB) and blood pressure on carotid arterial wall 
thickness (CAWT). Subjects were 2,033 men and women aged 30-79 who participated in the community health 
check-up in Japan between 2009 and 2012. The results suggested that 1. Deteriorated sleep quality was 
associated with the variation in morning blood pressure, 2. Severe sleep disordered breathing was 
associated with the higher morning blood pressure and larger difference between night and morning blood 
pressure. 3. SDB together with night hypertension might be associated with carotid atherosclerosis more 
strongly.

研究分野： 公衆衛生学・疫学
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１． 研究開始当初の背景 
睡眠呼吸障害や睡眠の質が循環器疾患の

発症に関連することが、欧米を中心に報

告されており、わが国でも睡眠不足と循

環器疾患死亡との関連を報告している

（Ikehara S et al. Sleep.2009）。さらに、そ

のような関連は、交感神経活動の亢進、

酸化ストレスの増加、副腎皮質系の変容、

炎症系への反応を介し、血圧の上昇や循

環器疾患に影響することが指摘されてい

る（Shamsuzzaman AS et al. JAMA.2003）。

わが国では、平均睡眠時間が他諸国に比

べて極端に少なく、また、近年の肥満者

の増加と骨格的な問題から睡眠呼吸障害

を有する者が多く、その重要性が指摘さ

れてきた。しかしながら、睡眠呼吸障害

や睡眠不足から循環器疾患発症に至るま

でのメカニズムについては一致した見解

が得られていない。 
２．研究の目的 
本研究では、一般地域住民を対象とし、

①睡眠の質と就寝時及び起床時の血圧と

の関連、②睡眠呼吸障害と就寝時、起床

時及び健診時の血圧との関連、③睡眠呼

吸障害と高血圧が頸動脈硬化所見に及ぼ

す影響について検討することを目的とし

た。 
３． 研究の方法 
愛媛県東温市において実施している循環

器詳細健診（東温スタディ）に 2009-2012

年に参加した30-79歳の男女2,033人のう

ち、①睡眠の質と起床時・就寝時の血圧

との関連のテーマでは、2009 年-2011 年

に健診参加し、睡眠の質と起床時・就寝

時両方の 2 日以上の家庭血圧値の得られ

なかった 88 名を除外した 1489 名を分析

対象とした。睡眠の質はピッツバーグ睡

眠質問紙を用いて過去 1 か月の自覚的な

睡眠の質を 4 段階で評価した。家庭血圧

計測は、対象者に自動血圧計を貸出し、

起床時・就寝時の血圧を 1 週間測定し、

記録するように指示した。家庭血圧の指

標として、起床時と就寝時のそれぞれの

平均血圧値、血圧値の差、並びに変動係

数を算出した。睡眠の質と生活習慣及び

家庭血圧・血圧変動との関連について年

齢を調整したうえで男女別に検討し、さ

らに BMI,飲酒、喫煙、運動習慣にて調整

後、降圧剤の服薬の有無にて層別後の関

連を検討した。②睡眠呼吸障害と就寝

時・起床時、及び健診時血圧との関連の

テーマでは、必要な情報を得られなかっ

た 60名を除外した 1973名を対象とした。

鼻・口からの気流を検知するセンサーを

用いて睡眠時の気流変化を測定し、1 時

間当たりの無呼吸・低呼吸の回数を呼吸

障害指数（RDI:Respiratory Disturbance 

Index）とした。睡眠時呼吸障害の重症度

は、RDI≥20.0 を重症と定義して評価した。

家庭血圧は、対象者に自動血圧計を貸出

し、起床時・就寝時の血圧を 1 週間測定

した。 

③睡眠呼吸障害と就寝時・起床時及び高

血圧が頸動脈硬化所見に及ぼす影響のテ

ーマでは、呼吸障害指数（respiratory 

disturbance index :RDI）、家庭及び健診時

血圧、頚動脈エコーのデータの得られて

いない 46 人を除外した、1,987 人を解析

対象とした。起床時及び就寝時高血圧は

>135/85mmHg、健診時高血圧は>140/90 

mmHg、頚動脈壁肥厚は、総頚動脈にお

ける最大内膜中膜複合体肥厚≥1.1mm と

した。年齢と降圧剤治療を調整、及び多

変量調整した睡眠呼吸障害及び起床時、

就寝時、健診時高血圧に対する頚動脈壁

肥厚のオッズ比をロジスティックモデル

を用いて算出した。さらに、睡眠呼吸障

害、健診時高血圧、それらの両方を有す

る場合の、頚動脈壁肥厚のオッズ比を算

出し、相乗効果を検討した。共変量は年

齢、肥満度, 現在喫煙、飲酒習慣、身体



活動、自覚的ストレス、降圧剤治療の有

無とした。 
４． 研究成果 
①睡眠の質と起床時・就寝時の血圧との

関連のテーマでは、男女ともに睡眠の質

と健診時の血圧との関連は認められなか

った。睡眠の質と起床時・就寝時の平均

血圧値についても男女ともに睡眠の質と

の関連は認められなかったが、睡眠の質

が悪いほど起床時最高血圧の変動係数が

大きく、その関連は生活習慣にて調整後

も認められた。睡眠の質が、非常に良い、

かなり良い、かなり悪い、非常に悪い、

の変動係数は、それぞれ男性で 6.8、6.9．

7.3，8.8％、女性で 6.9，6.8，7.2，8.2％

であった（p for trend<0.05）。男性では、

さらに起床時の最低血圧変動との関連も

求められ、女性では、さらに起床時と就

寝時の最高血圧の差との関連も認められ

た。降圧剤の服薬の有無にて層別したと

ころ、服薬群において男性の起床時最低

血圧変動、女性の起床時最高血圧変動と

のとの間に関連が認められ（p for trend 

<0.05）非服薬群では、男性の起床時最高

血圧変動との間に関連が認められた。 

②睡眠呼吸障害と就寝時・起床時、及び

健診時血圧との関連のテーマでは、男女

ともに RDI が高いほど、起床時の血圧が

高く、起床時と就寝時の血圧差も大きか

った。また、女性においてのみ、就寝時

の最低血圧変動との関連が認められた。

RDI と起床時と就寝時の血圧差との関連

は BMI,飲酒、喫煙、運動習慣降圧剤の服

薬の有無にて調整後にも認められた。さ

らに、女性においては、RDI と起床時の

血圧との関連は多変量調整後にも認めら

れた。RDI 値が 0-10、10-20，20 以上の起

床時の多変量調整後の平均血圧は各々男

性で 125.6/78.9、125.5/79.0、126.8/79.8 ㎜

Hg（傾向性の検定：p=0.35/p=0.31）、女

性で 115.2/72.1、115.8/73.1、118.0/73.5 ㎜

Hg（傾向性の検定：p<0.05）、起床時と

就寝時の血圧差（最高/最低）は、男性で

3.6/5.6、4.6/5.7、6.9/7.5mmHg、女性で

2.5/3.4、2.8/3.8、4.3/4.8 ㎜ Hg（いずれも

傾向性の検定：p<0.05）であった。 

③就寝時、健診時血圧は、有意に頚動脈

壁肥厚と関連しており、就寝時及び健診

時血圧との関連は多変量調整後も認めら

れ、それぞれの多変量オッズ比（95％信

頼区間）は、1.85(1.28-2.67)、1.76(1.29-2.41)

であった。重度の睡眠呼吸障害のみ、就

寝時高血圧のみ、及び両方を持っている

人の頚動脈壁肥厚の年齢及び降圧剤治療

を調整したオッズ比は 1.06(0.71-1.59)、

2.18(1.44-3.30)、2.52(1.32-4.81)で、相乗効

果が有意であった（P<0.05）。この相乗

効果は多変量調整では認められなかった。 

これらの結果より、睡眠の質が低下して

いる群では起床時の血圧変動が大きいこ

と、睡眠呼吸障害が重症であるほど、起

床時の血圧上昇の程度が高まり、起床時

と就寝時の血圧差が大きくなることが明

らかになり、一方で、起床時高血圧では

なく、就寝時及び健診時高血圧が、頚動脈

壁肥厚と関連しており、特に重度の睡眠呼

吸障害と就寝時の高血圧を併せ持っている

場合には、頚動脈壁肥厚の割合が高まる可

能性が示唆された。 
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